
64 6 新潟医学会雑誌 第 11 8 巻 第 11 号 平成 1 6 年 (2 0 04) 1 1 月

炎で, 本邦で は 1 9 86 年に山下ら により報告 され

て い る . 原因菌は当初, 淋菌が多か っ たが, 最近

で は Chla m y d l
'

a tT a C h o m a tl s が著明に増加して い

る . 発症機序は子宮頚管炎 か らの 上行性感染で,

臨床症状と して は突然出現する右季肋部痛が特徴

的で急性胆嚢炎 との 鐙別が必要. 検査所見で は白

血球数 に比べ C R P の上昇が優勢. 確定診断は, 肝

表面と骨盤内臓 との 炎症所見の観察また は起炎菌

の 検出によるが , 症例の多くが若年女性でもあり,

非侵襲的で簡便な検査が望まれる . 特徴的な経過

や臨床所見を考慮 し, C hl a m J ,d L
'

a b la Ch o m a ti s 感染

症を証明すれば, F H C S の 診断が可能と考えられ

て い る . また治療に はテ トラ サイ ク リ ン が第
一

選

択である . 以上, C hl a m y d L
'

a tT a C h o m a t7
'

s によ る

F H C S の 1 症例を経験 した の で, 文献的考察を加

え報告 した .

1 0　当科における肺炎球菌検出状況についての検討

･
･

田 邊 嘉 也 ・ 小 原 竜 軌 ・ 茂 呂 寛

･塚 田 弘 樹 ・ 鈴 木 栄 一 ・ 下 条 文 武

尾崎 京子 *

新潟大学医学部第二 内科

新潟大学医学部附属病院検査部細菌 *

1 9 9 9 年 1 月 か ら 2 0 0 0 年 7 月 3 1 日 ま で に新潟

大学医学部付属病院第二内科 か ら提出された検体

より分離された肺炎球菌 7 4 株
,
患者 5 5 例 につ い

て r et r o s p e cti v e に検討 した .

7 4 株の うち P R SP は 1 株, PI SP は 2 9 株, P S S P

は 4 5 株であ っ た . 血清型は 6 型, 1 9 型 ,
3 型

,
1 5

型 の順で 多か っ た.
マ ク ロ ライ ド少量長期内服療

法施行患者で は明らか に エ リ ス ロ マ イ シ ン耐性菌

の 割合が増加 して い た . 異なる時期に連続して複

数回の 肺炎球菌が検 出され た症例 が 6 例存在 し

た .
マ ク ロ ライ ド少量長期内服療法施行中の患者

で は炎症所見が軽微 な傾向が みられた .

Ⅰ. 特 別 講 演

「術後感染症の早期診断」

和歌山労災病院院長

谷 村 弘

第 41 回新潟化学療法研究会

日 時 平成 1 4 年 5 月 18 日 (土)

午後 4 時 - 午後 6 時 4 0 分

会 場 ホ テ ル イ タリ ア軒 3F

サ ン マ ル コ

Ⅰ.
一

般 演 題

1　大腸菌，セラチア，緑膿菌などに分布する多

剤耐性遺伝子連結機構（インテグロン）の解析

種 池 郁 恵 ・ 山 本 達 男

新潟大学大学院医蘭学総合研究科

国際感染医学講座細菌学分野

近年, 院内感染を起 こすセ ラ チ ア ,
緑膿菌の 薬

剤耐性が問題と な っ て い る . 薬剤耐性に関わる遺

伝子が現在まで に研究されて おり
,
多剤耐性獲得

の機構と してイ ン テ グ ロ ンが注目されて い る . イ

ン テ グ ロ ン は ク ラ ス 1 か ら 4 まで知 られて おり,

イ ンテ グ ラ
- ゼ遺伝子の 下流に薬剤耐性遺伝子を

挿入 し, 耐性を獲得するメ カ ニ ズム である . 今回

の 解析 で
,
腸管出血性大腸菌 0 15 7 : H 7 に分布し

て い た ク ラ ス 1 イ ンテ グロ ン はス ト レプトマ イ シ

ン
,
ス ル フ ァ メ トキサ ゾ

- ル 耐性に関わ っ て い る

ことが分 か っ た . 多剤耐性セ ラ チア は, カ ル バ ペ

ネム, ペ ニ シ リ ン, セ フ ェ ム , オキサ セ フ ェ ム ,
ク

ロ ラ ム フ ェ ニ コ ー ル に耐性 で , 3 株 の うち 2 株 は

さ らに ア ミ ノ グリ コ シ ドに耐性だっ た .
ク ラ ス 3

イ ン テ グ ロ ンは カ ル バ ペ ネ ム, ア ミノ グリ コ シ ド

耐性に関連する .
こ の 多剤耐性セ ラチ ア は ク ラ ス

3 イ ン テ グ ロ ン を持ち, 多剤耐性化 した と考え,




